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里の人たちに大切にされる鞍掛山里の人たちに大切にされる鞍掛山

  　－鞍掛山トンボの楽園観察会－　－鞍掛山トンボの楽園観察会－

　去る　去る66月月1313日に小松市滝ヶ原町日に小松市滝ヶ原町‘トンボの楽‘トンボの楽

園’園’で自然観察会が開催されました。で自然観察会が開催されました。梅雨時で不梅雨時で不

安定な天候がつづいていましたが、安定な天候がつづいていましたが、観察会当日は観察会当日は

最高に良いお天気となりました。最高に良いお天気となりました。

　トンボの楽園は、　トンボの楽園は、地元の鞍掛山を愛する会の地元の鞍掛山を愛する会の

方々が、方々が、使われなくなり荒れていた田んぼを整備使われなくなり荒れていた田んぼを整備

してできた湿地で、してできた湿地で、トンボをはじめたくさんの生トンボをはじめたくさんの生

きものの生息環境となっています。きものの生息環境となっています。

　「捕まえずにじっくり行動を観察してもらった　「捕まえずにじっくり行動を観察してもらった

ほうがほうが･･････」、」、愛する会会長の三ツ出さんから、愛する会会長の三ツ出さんから、生生

きものが何をしているかじっくり観察することのきものが何をしているかじっくり観察することの

大切さが伝えられました。大切さが伝えられました。間近にトンボやカエル間近にトンボやカエル

鞍掛山とトンボの楽園をバックに、鞍掛山とトンボの楽園をバックに、観察会の最後に記念撮影。観察会の最後に記念撮影。

の行動をたくさん見ることができ、の行動をたくさん見ることができ、ゆっくりとしゆっくりとし

た自然観察がおこなわれました。た自然観察がおこなわれました。とくに目にととくに目にと

まったのは、まったのは、湿原に生息する日本最小のトンボ湿原に生息する日本最小のトンボ==

ハッチョウトンボでした。ハッチョウトンボでした。なわばりを張る雄同士なわばりを張る雄同士

の追いかけあいや、の追いかけあいや、産卵シーン、産卵シーン、湿地の植物の葉湿地の植物の葉

に残された小さな脱け殻、に残された小さな脱け殻、羽化している姿など、羽化している姿など、

普段なかなか目にすることのないトンボですが、普段なかなか目にすることのないトンボですが、

さまざまな面を見ることができました。さまざまな面を見ることができました。

　参加された方は全員で　参加された方は全員で2525名、名、自由に交流自由に交流・・観観

察がすすめられました。察がすすめられました。鞍掛山を愛する会の方々鞍掛山を愛する会の方々

には湿地に棲む生きもののことや活動について随には湿地に棲む生きもののことや活動について随

時お話いただけました。時お話いただけました。地元の人たちに大切にさ地元の人たちに大切にさ

れている鞍掛山の良さが感じられました。れている鞍掛山の良さが感じられました。
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記念シンポジウム記念シンポジウム20042004

石川の身近な自然の現状を多角的石川の身近な自然の現状を多角的・・専門的に検討専門的に検討
－シンポジウム－シンポジウム「いしかわの身近な自然はどう変わったか」「いしかわの身近な自然はどう変わったか」－－

が起こったことが示されました。が起こったことが示されました。全体として地域全体として地域

の特徴ある自然の姿が、の特徴ある自然の姿が、どこにでもある平均化さどこにでもある平均化さ

れた自然へ変わってきていることが指摘されましれた自然へ変わってきていることが指摘されまし

た。た。

宮崎光二氏には、宮崎光二氏には、水と陸の両方がないと生存で水と陸の両方がないと生存で

きない弱い生物である両生類、きない弱い生物である両生類、その中でも、その中でも、里地里地

に生息するクロサンショウウオとホクリクサンに生息するクロサンショウウオとホクリクサン

ショウウオを取りあげ、ショウウオを取りあげ、その変化についてお話しその変化についてお話し

いただきました。いただきました。19601960年代に行われた金沢泉丘年代に行われた金沢泉丘

高校生物部の金沢近郊のクロサンショウウオの調高校生物部の金沢近郊のクロサンショウウオの調

査では、査では、1515の池に卵嚢がみられたもののの、の池に卵嚢がみられたもののの、20012001

年年44月の再調査ではこのうち月の再調査ではこのうち22つの池だけで産卵つの池だけで産卵

がみられたこと、がみられたこと、99箇所の池にはブラックバスが箇所の池にはブラックバスが

いると思われ、いると思われ、11箇所にはウシガエルがいたこと箇所にはウシガエルがいたこと

が報告されました。が報告されました。ホクリクサンショウウオにつホクリクサンショウウオにつ

いては、いては、19931993・・9494年の産卵期の調査では、年の産卵期の調査では、県内の県内の

繁殖メスの個体数が約繁殖メスの個体数が約10001000と推定されたが、と推定されたが、現現

在では当時に比べて個体数は明らかに減少してお在では当時に比べて個体数は明らかに減少してお

り、り、ホクリクサンショウウオの将来は非常に厳しホクリクサンショウウオの将来は非常に厳し

いことが報告されましたいことが報告されました

古池博氏からは、古池博氏からは、総括的な話として、総括的な話として、身近な自身近な自

然の変化を経験的だけではなく、然の変化を経験的だけではなく、科学的に把握す科学的に把握す

ることの重要性が指摘されました。ることの重要性が指摘されました。また、また、継続的継続的

に取り組まれている植物相調査の紹介とともに、に取り組まれている植物相調査の紹介とともに、

こうした基礎データの蓄積の重要性と、こうした基礎データの蓄積の重要性と、再調査に再調査に

よる精密な変化の把握の可能性について述べられよる精密な変化の把握の可能性について述べられ

ました。ました。近年の植物相の変遷の実態として、近年の植物相の変遷の実態として、石川石川

県では、県では、維管束植物では維管束植物では2020数％が絶滅危惧植物数％が絶滅危惧植物

であり、であり、2020数％が移入種、数％が移入種、残り残り5050％程度が安定％程度が安定・・

平衡状態にあることが述べられました。平衡状態にあることが述べられました。植物相の植物相の

変化が起こる要因についての、変化が起こる要因についての、緻密で科学的な分緻密で科学的な分

析に基づく保全対策の重要性が指摘され、析に基づく保全対策の重要性が指摘され、それをそれを

進める上での自然史博物館の意義などについて述進める上での自然史博物館の意義などについて述

べられました。べられました。

　質疑応答では、　質疑応答では、人による身近な自然への影響、人による身近な自然への影響、

移入種の問題、移入種の問題、希少種の保全等について話しあわ希少種の保全等について話しあわ

れました。れました。なお、なお、徳本洋氏には、徳本洋氏には、今回の講演をも今回の講演をも

とに当紙へ書き下ろしで原稿をいただきましたとに当紙へ書き下ろしで原稿をいただきました

（Ｐ（Ｐ4-74-7参照）。参照）。

　（交流会事務局　高橋　久）　（交流会事務局　高橋　久）
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活動活動
ニュースニュース

第第44回いしかわビオトープ交流会総会記念シン回いしかわビオトープ交流会総会記念シン

ポジウムポジウム「いしかわの身近な自然はどう変わった「いしかわの身近な自然はどう変わった

か」か」は、は、20042004年年44月月44日日（日）（日）の午後、の午後、津幡町森津幡町森

林公園インフォメーションセンターを会場におこ林公園インフォメーションセンターを会場におこ

なわれました。なわれました。

　石川県の自然に造詣の深い　石川県の自然に造詣の深い44名のパネリストと名のパネリストと

若手研究者の司会により、若手研究者の司会により、石川県の身近な自然の石川県の身近な自然の

現状が多角的現状が多角的・・専門的に深くあぶり出され、専門的に深くあぶり出され、これこれ

からの身近な自然の保全のあり方について認識がからの身近な自然の保全のあり方について認識が

深まるとともに、深まるとともに、活発な議論がおこなわれまし活発な議論がおこなわれまし

た。た。

今回のパネリストは、今回のパネリストは、徳本洋氏徳本洋氏（石川むしの（石川むしの

会）、会）、大串龍一氏大串龍一氏（金沢大学名誉教授）、（金沢大学名誉教授）、宮崎光二宮崎光二

氏氏（石川県自然史協会）、（石川県自然史協会）、古池博氏古池博氏（石川県地域（石川県地域

植物研究会）、植物研究会）、司会は永坂正夫氏司会は永坂正夫氏（金沢星稜大学）（金沢星稜大学）

でした。でした。

　徳本洋氏には　徳本洋氏には「砂浜の自然」「砂浜の自然」と題して、と題して、石川県石川県

の砂浜の現状と、の砂浜の現状と、そこに生息するイカリモンハンそこに生息するイカリモンハン

ミョウミョウ（県絶滅危惧Ⅰ類）（県絶滅危惧Ⅰ類）とイソコモリグモとイソコモリグモ（県（県

絶滅危惧Ⅱ類）絶滅危惧Ⅱ類）についてお話しいただきました。についてお話しいただきました。

石川県の砂浜海岸では海側からの浸食とともに、石川県の砂浜海岸では海側からの浸食とともに、

陸側からの砂浜の圧縮が著しく、陸側からの砂浜の圧縮が著しく、19601960年代はじ年代はじ

めのころは、めのころは、羽咋市千里浜のイカリモンハンミヨ羽咋市千里浜のイカリモンハンミヨ

ウ生息浜の延長は約ウ生息浜の延長は約40km40kmであったものが、であったものが、現在現在

は羽咋市柴垣から志賀町大島のは羽咋市柴垣から志賀町大島の2km2kmの間に生息すの間に生息す

るのみとなったことが報告されました。るのみとなったことが報告されました。また、また、イイ

ソコモリグモは加賀海岸から羽咋市までの広範囲ソコモリグモは加賀海岸から羽咋市までの広範囲

に生息していたものが、に生息していたものが、現在の生息浜は現在の生息浜は4040年前年前

のの1818分の分の11になっていることが話されました。になっていることが話されました。

　大串籠一氏からは、　大串籠一氏からは、市街地の中心にあるビオ市街地の中心にあるビオ

トープである金沢城公園が、トープである金沢城公園が、金沢大学の移転完了金沢大学の移転完了

後、後、急速に都市公園としての整備が進み、急速に都市公園としての整備が進み、環境が環境が

大きく変わったこと、大きく変わったこと、そしてそのことにより動物そしてそのことにより動物

相にも変化が現れていることを、相にも変化が現れていることを、ご自身の研究成ご自身の研究成

果をもとにお話しいただきました。果をもとにお話しいただきました。特に、特に、全体の全体の

傾向を示すチョウ相、傾向を示すチョウ相、草原性の昆虫の代表として草原性の昆虫の代表として

のバッタのバッタ・・カマキリ相、カマキリ相、森林性の昆虫の代表とし森林性の昆虫の代表とし

てのアミメカゲロウ相で、てのアミメカゲロウ相で、周囲の市街地の都市化周囲の市街地の都市化

の進行、の進行、野生の森から公園への変化にともなっ野生の森から公園への変化にともなっ

て、て、森林性の種類から草原性の種類の入れ替わり森林性の種類から草原性の種類の入れ替わり
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雨の中で見つけたきらきら太陽雨の中で見つけたきらきら太陽
--石川県森林公園観察会－石川県森林公園観察会－

れど、れど、そんな時にも近くにいる人は大きな心で違そんな時にも近くにいる人は大きな心で違

いを教えてくれる。いを教えてくれる。恥ずかしさ半分まじりで、恥ずかしさ半分まじりで、でで

も、も、物知り度合いが少し増したような気分になっ物知り度合いが少し増したような気分になっ

て、て、また同じことを繰り返す。また同じことを繰り返す。ほとんど知らないほとんど知らない

人ばかりだったのに、人ばかりだったのに、観察会が終わる頃には気軽観察会が終わる頃には気軽

に質問できる仲になっていた。に質問できる仲になっていた。あ、あ、私がそう思っ私がそう思っ

ているだけかも…ているだけかも…

ところで、ところで、忘れられない出来事がある。忘れられない出来事がある。歩いて歩いて

いると、いると、環境が変わったためか、環境が変わったためか、今まで出てこな今まで出てこな

かった植物が目に付くようになった。かった植物が目に付くようになった。それに気付それに気付

いた方も何という植物かは分からない。いた方も何という植物かは分からない。少しだけ少しだけ

その植物を失敬して、その植物を失敬して、後で詳しい人に聞いてみ後で詳しい人に聞いてみ

た。た。その植物はオヤマボクチ。その植物はオヤマボクチ。信州では繊維をそ信州では繊維をそ

ばのつなぎに使う地域もあるらしい。ばのつなぎに使う地域もあるらしい。（信州って（信州って

私の故郷じゃないの！？それだけでうれしい。）私の故郷じゃないの！？それだけでうれしい。）

その姿を目に焼き付けて、その姿を目に焼き付けて、次回見つけたときには次回見つけたときには

すぐに分かるように、すぐに分かるように、心の中で標本を作ってみ心の中で標本を作ってみ

る。る。（ちょっとウソ。）（ちょっとウソ。）

ちょっとした環境の変化に気付ける目。ちょっとした環境の変化に気付ける目。気付い気付い

てなぜなのか考えられる頭。てなぜなのか考えられる頭。その変化に対して自その変化に対して自

分はどうするのかと動ける体。分はどうするのかと動ける体。これこそ私が持ちこれこそ私が持ち

たいものだ。たいものだ。同じものを見ていても、同じものを見ていても、あれっと思あれっと思

う人と思わない人がいる。う人と思わない人がいる。思ウ側ノ人間ニワタシ思ウ側ノ人間ニワタシ

ハナリタイ。ハナリタイ。

　ちなみに心の中に作った標本は役に立たなかっ　ちなみに心の中に作った標本は役に立たなかっ

た。た。その後その後22回オヤマボクチを見たが、回オヤマボクチを見たが、22回とも回とも

同じようにこれ何ですか？と聞いてしまった。同じようにこれ何ですか？と聞いてしまった。

やっぱり労力を惜しんでいては植物は覚えないらやっぱり労力を惜しんでいては植物は覚えないら

しい。しい。　　　　　　　（交流会会員　深澤　　　　　　　（交流会会員　深澤  愛愛  ））

活動　活動　
ニュースニュース

44月月44日に行われた森林公園観察会。日に行われた森林公園観察会。金沢に越金沢に越

してきたばかりの私は、してきたばかりの私は、石川の自然も文化も、石川の自然も文化も、

人々の様子も何も分からない状態で参加した。人々の様子も何も分からない状態で参加した。唯唯

一知っていたことは石川県は雨が多いというこ一知っていたことは石川県は雨が多いというこ

と。と。愛用のゴアテックス片手に参加したこの日愛用のゴアテックス片手に参加したこの日

も、も、しっかりと小雨。しっかりと小雨。けれど、けれど、雨ニモマケズ、雨ニモマケズ、風風

ニモマケズ、ニモマケズ、参加した方々のきらきらした目は太参加した方々のきらきらした目は太

陽のように輝いていた。陽のように輝いていた。たくさんの人が集まればたくさんの人が集まれば

それだけで太陽がいっぱい。それだけで太陽がいっぱい。

この日は参加者この日は参加者

232 3 名と多めだっ名と多めだっ

たらしい。たらしい。誰か一誰か一

人 が こ れ は 何人 が こ れ は 何

だっ！？と声をあだっ！？と声をあ

げると、げると、2222名がわ名がわ

さわさと一箇所にさわさと一箇所に

順次集まってく順次集まってく

る。る。そうして見つそうして見つ

けたナメクジの交けたナメクジの交

尾、尾、猛禽類のフン猛禽類のフン

（図参照）、（図参照）、カマキカマキ

リの卵、リの卵、カラスの巣などなど…。カラスの巣などなど…。特にやんちゃ坊特にやんちゃ坊

主が大人の目には見えないものを発見する。主が大人の目には見えないものを発見する。負け負け

じと私も感覚を研ぎ澄ましてみた。じと私も感覚を研ぎ澄ましてみた。自分の感覚を自分の感覚を

敏感にすると、敏感にすると、驚くほどたくさんの生き物の鼓動驚くほどたくさんの生き物の鼓動

を感じる。を感じる。生き物の鼓動は感じるけれど、生き物の鼓動は感じるけれど、それがそれが

何なのかは分からない…。何なのかは分からない…。詳しい人の後にくっつ詳しい人の後にくっつ

いて、いて、これは何ですか？あれは何ですか？と聞いこれは何ですか？あれは何ですか？と聞い

てみる。てみる。あれはヤマガラだよ、あれはヤマガラだよ、コゲラだよ、コゲラだよ、シシ

ジュウカラだよ、ジュウカラだよ、他にもシュンラン、他にもシュンラン、ショウジョショウジョ

ウバカマ、ウバカマ、コブシ、コブシ、シシガシラ、シシガシラ、タチツボスミレタチツボスミレ

などなど…などなど…（私はスミレについて教えてくれた女（私はスミレについて教えてくれた女

性を密かにスミレおばさんと呼んでいる。）性を密かにスミレおばさんと呼んでいる。）質問質問

すると名前だけでなく、すると名前だけでなく、それに関係した沢山の返それに関係した沢山の返

答が返ってくる。答が返ってくる。

学生の頃から、学生の頃から、実習が大好きだった。実習が大好きだった。心と頭を心と頭を

乾いたスポンジみたいにして、乾いたスポンジみたいにして、自分で見たこと聞自分で見たこと聞

いたことを思い返しながら歩を進める。いたことを思い返しながら歩を進める。同じもの同じもの

が出てきた時に、が出てきた時に、これ○○！！と自信たっぷりにこれ○○！！と自信たっぷりに

言ってみる。言ってみる。そのうちの半分は合ってないのだけそのうちの半分は合ってないのだけ

第第44回総会関連行事回総会関連行事
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情報情報 ｺｰﾅｰｺｰﾅｰ 「「石川県の石川県の砂浜の自然砂浜の自然、、ここここ4040年間の変化年間の変化」」　　

はじめにはじめに

　　砂浜を卵から孵ったばかりのちっぽけな雛鳥が砂浜を卵から孵ったばかりのちっぽけな雛鳥が

44羽、羽、並んでけんめいに走っていく。並んでけんめいに走っていく。産毛に包ま産毛に包ま

れた丸っこい体を乗せた、れた丸っこい体を乗せた、か細いか細い22本の脚があま本の脚があま

りにも素早く交互に動くけなげさに、りにも素早く交互に動くけなげさに、見ている私見ている私

の息が思わず止まる。の息が思わず止まる。その雛たちのま横を自動車その雛たちのま横を自動車

の黒く太いタイヤが砂をきしませて押し通っての黒く太いタイヤが砂をきしませて押し通って

いった。いった。安全な所へ導こうと先を走る母鳥の影。安全な所へ導こうと先を走る母鳥の影。

翌日、翌日、この母子の姿を求め続けたカメラマンがよこの母子の姿を求め続けたカメラマンがよ

うやく発見したときは、うやく発見したときは、もう雛はいくら探してももう雛はいくら探しても

33羽しかいなかった。羽しかいなかった。

　これはさる　これはさる66月月1414日、日、1919日と全国、日と全国、東海北陸東海北陸

に流れたＮＨＫ金沢の鈴木繭子ニュースカメラマに流れたＮＨＫ金沢の鈴木繭子ニュースカメラマ

ンの環境リポートＴＶの一端である。ンの環境リポートＴＶの一端である。映像の主人映像の主人

公は砂丘を産卵保育の場とするシロチドリ一家で公は砂丘を産卵保育の場とするシロチドリ一家で

あった。あった。撮影の場は河北潟の横にある内灘砂丘の撮影の場は河北潟の横にある内灘砂丘の

海側である。海側である。一帯はこの鳥の貴重な繁殖地として一帯はこの鳥の貴重な繁殖地として

以前から知られており、以前から知られており、内灘町もその保護のため内灘町もその保護のため

に砂丘の一部を立ち入り禁止として柵を設けたこに砂丘の一部を立ち入り禁止として柵を設けたこ

ともある。ともある。しかし、しかし、それは砂丘をアウトロードドそれは砂丘をアウトロードド

ライビングの絶好の場としてしか考えない人々にライビングの絶好の場としてしか考えない人々に

とっては、とっては、頭のどこにも針先ほども残っていない頭のどこにも針先ほども残っていない

昔話に過ぎない。昔話に過ぎない。町役場もお手上げであるし、町役場もお手上げであるし、今今

は観光行政優先とあきらめている。は観光行政優先とあきらめている。これに対してこれに対して

カメラマンはわずか数分の作品の中に、カメラマンはわずか数分の作品の中に、口にこそ口にこそ

出さなかったが、出さなかったが、視聴者に問題を提起し、視聴者に問題を提起し、訴えた訴えた

かったのであろう。かったのであろう。

　ところで、　ところで、砂浜はシロチドリにとってだけの貴砂浜はシロチドリにとってだけの貴

重な環境なのではない。重な環境なのではない。そこには砂浜だけにしかそこには砂浜だけにしか

命をつなぐ場をもたない数多くの生き物たちがい命をつなぐ場をもたない数多くの生き物たちがい

る。る。それなのに、それなのに、そのことがあまりにも人々に知そのことがあまりにも人々に知

られておらず、られておらず、また、また、今ほどに世をあげて自然環今ほどに世をあげて自然環

境保全の声が高くなっている時代はかってなかっ境保全の声が高くなっている時代はかってなかっ

たはずなのに、たはずなのに、砂浜についてだけはそれを報せる砂浜についてだけはそれを報せる

努力もあまりおこなわれていないという現実があ努力もあまりおこなわれていないという現実があ

る。る。ここに短い紙面ではあるが、ここに短い紙面ではあるが、石川県を中心に石川県を中心に

砂浜に生きる動物の一部を主題として、砂浜に生きる動物の一部を主題として、その棲みその棲み

場所がいかに激しく失われつつあるかを皆様に紹場所がいかに激しく失われつつあるかを皆様に紹

介し、介し、その保護への理解者、その保護への理解者、応援者となっていた応援者となっていた

だくようお願いしたい。だくようお願いしたい。

　　砂浜の自然海岸率砂浜の自然海岸率

　海岸は大きく分けて砂浜海岸　海岸は大きく分けて砂浜海岸（砂利海岸を含（砂利海岸を含

む）む）と岩石海岸に分けられる。と岩石海岸に分けられる。わが国古来の語でわが国古来の語で

いういう「浜」「浜」は前者であり、は前者であり、「磯」「磯」は後者を指しては後者を指して

いる。いる。岩石海岸の方はその構造の堅固さと景観上岩石海岸の方はその構造の堅固さと景観上

の利点をもつことから、の利点をもつことから、保全状態が今でも比較的保全状態が今でも比較的

よい。よい。しかし砂浜海岸の方は惨憺たるものであしかし砂浜海岸の方は惨憺たるものであ

る。る。19931993年に実施された環境省年に実施された環境省（当時は環境庁）（当時は環境庁）

の海岸調査によると日本本土海岸のの海岸調査によると日本本土海岸の5555パーセンパーセン

トが人口海岸トが人口海岸・・半自然海岸となっているが、半自然海岸となっているが、そのその

5555パーセントの大部分は砂浜海岸であると見てパーセントの大部分は砂浜海岸であると見て

よい。よい。今はその率はもっと高くなっていることで今はその率はもっと高くなっていることで

あろう。あろう。ということは砂浜海岸では自然海岸はきということは砂浜海岸では自然海岸はき

わめて少なくなっているということである。わめて少なくなっているということである。石川石川

県の砂浜海岸の近況をご存知の方も多いであろう県の砂浜海岸の近況をご存知の方も多いであろう

から、から、様子を思い浮かべながら図１をご覧いただ様子を思い浮かべながら図１をご覧いただ

きたい。きたい。

図１．図１．石川県の砂浜海岸の非自然型化経過と石川県の砂浜海岸の非自然型化経過と

　　　イソコモリグモの残存状況　　　イソコモリグモの残存状況

　　　　（徳本　　　　（徳本 , 2000a, 2000a一部改変）一部改変）
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「「石川県の石川県の砂浜の自然砂浜の自然、、ここここ4040年間の変化年間の変化」」　　徳本　　徳本  洋洋

シンポジウム～いしかわの身近な自然はどう変わったか～シンポジウム～いしかわの身近な自然はどう変わったか～

　まず、　まず、河北潟が海へ流入するのが大野川である河北潟が海へ流入するのが大野川である

が、が、そこから西に向かって加賀市の尼御前岬までそこから西に向かって加賀市の尼御前岬まで

間、間、35km35kmの砂浜はすべてテトラポッドに覆われの砂浜はすべてテトラポッドに覆われ

ているし、ているし、それより東の部分の砂浜でも、それより東の部分の砂浜でも、いま各いま各

所で部分的に同じ工事が始まっている。所で部分的に同じ工事が始まっている。このようこのよう

な海岸の陸側では砂地がコンクリート壁で覆われな海岸の陸側では砂地がコンクリート壁で覆われ

ていることが多く、ていることが多く、かってのハマヒルガオ、かってのハマヒルガオ、ハマハマ

ゴウなどの海浜植物に覆われた景観はみごとに失ゴウなどの海浜植物に覆われた景観はみごとに失

せてしまっている。せてしまっている。能登半島のように岩石海岸が能登半島のように岩石海岸が

ほとんどであり、ほとんどであり、そのところどころにポケットそのところどころにポケット

ビーチとして存在するささやかな砂浜でさえ、ビーチとして存在するささやかな砂浜でさえ、今今

は自然海岸が少ない。は自然海岸が少ない。

　このような海岸の非自然化工事が始まった時期　このような海岸の非自然化工事が始まった時期

を石川県内について各所ごとに図１に記しておいを石川県内について各所ごとに図１に記しておい

たので、たので、その年代に注意していただきたい。その年代に注意していただきたい。19551955

年、年、昭和昭和3030年からであるが、年からであるが、特に特に19611961年からが年からが

激しくなっていることにお気づきになるであろ激しくなっていることにお気づきになるであろ

う。う。すなわち戦後の混乱期を終え、すなわち戦後の混乱期を終え、わが国が高度わが国が高度

経済成長期に入った時である。経済成長期に入った時である。この高度経済成長この高度経済成長

期にわが国では大きな自然環境破壊が起こったこ期にわが国では大きな自然環境破壊が起こったこ

とはよく知られているが、とはよく知られているが、海岸もまた同じであっ海岸もまた同じであっ

た。た。そして、そして、この経済発展が人間生活に大きな利この経済発展が人間生活に大きな利

便をもたらしたことは事実であるが、便をもたらしたことは事実であるが、それによっそれによっ

て生じた環境破壊という代償もまた大きい。て生じた環境破壊という代償もまた大きい。砂浜砂浜

の自然についても同様であるのだが、の自然についても同様であるのだが、砂浜が受け砂浜が受け

た被害を取り上げた例はこれまできわめて少なた被害を取り上げた例はこれまできわめて少な

い。い。それで本文ではここそれで本文ではここ4040年の間に棲み場を急年の間に棲み場を急

減させられ、減させられ、滅びの方向に追い立てられた砂浜の滅びの方向に追い立てられた砂浜の

小動物に目を注いでみたい。小動物に目を注いでみたい。

海浜植物帯の消失海浜植物帯の消失

　前記した海浜植物帯は砂浜に固有の景観を作り　前記した海浜植物帯は砂浜に固有の景観を作り

上げている重要な一構成成分であり、上げている重要な一構成成分であり、それが失せそれが失せ

たということは砂浜環境が破壊されたことを端的たということは砂浜環境が破壊されたことを端的

に表している。に表している。このことを少しつっ込んで理解しこのことを少しつっ込んで理解し

ていただくためには、ていただくためには、砂浜地形学の基本を若干お砂浜地形学の基本を若干お

知りいただくと分かりやすくなる。知りいただくと分かりやすくなる。そこで、そこで、砂浜砂浜

のもっとも典型的なものは海岸砂丘であり、のもっとも典型的なものは海岸砂丘であり、砂丘砂丘

のような大規模な地形でない砂浜もすべて砂丘ののような大規模な地形でない砂浜もすべて砂丘の

形態を小規模にした形を基本的に備えているとい形態を小規模にした形を基本的に備えているとい

うことからまず話を始めることにしよう。うことからまず話を始めることにしよう。その砂その砂

丘の断面模式図を示したのが図２である。丘の断面模式図を示したのが図２である。

図図 22．．砂丘の断面模式図砂丘の断面模式図

　　　　　　（徳本　　　　　　（徳本 , 2000b, 2000b 一部改変）一部改変）

　砂浜で気をつけて観察すると、　砂浜で気をつけて観察すると、汀線付近はやや汀線付近はやや

傾斜が急で、傾斜が急で、平穏なときは、平穏なときは、ここを小さな波がたここを小さな波がた

えず上がり下がりしていることが判る。えず上がり下がりしていることが判る。そしてこそしてこ

の部分から陸側に向かってゆるい傾斜が広がっての部分から陸側に向かってゆるい傾斜が広がって

いるが、いるが、このゆるい傾斜部分をさらに少し陸側にこのゆるい傾斜部分をさらに少し陸側に

入ったところに幅は狭いがまた傾斜の急な段構造入ったところに幅は狭いがまた傾斜の急な段構造

があることに気付かれるであろう。があることに気付かれるであろう。これは少し海これは少し海

が荒れたときにここまで寄せてきた波の先端部分が荒れたときにここまで寄せてきた波の先端部分

に生じたもので、に生じたもので、堆積していた砂が浪の浸食作用堆積していた砂が浪の浸食作用

によって削り取られて形作られたものである。によって削り取られて形作られたものである。汀汀

線からこの段構造までの間の呼び名はいろいろあ線からこの段構造までの間の呼び名はいろいろあ

るが、るが、その一つであるその一つである「径浜」「径浜」をここでは用いてをここでは用いて

おこう。おこう。そして、そして、この段構造からさらに陸側に向この段構造からさらに陸側に向

かって再びゆるい傾斜部分が続いているのだが、かって再びゆるい傾斜部分が続いているのだが、

これがそのままずるずると砂丘本体につながってこれがそのままずるずると砂丘本体につながって

ゆくのではなく、ゆくのではなく、砂丘本体との間にはもう一つ顕砂丘本体との間にはもう一つ顕

著な急傾斜部分がある。著な急傾斜部分がある。そしてその奥が砂丘本体そしてその奥が砂丘本体

になっている。になっている。この汀線からやや離れた位置にあこの汀線からやや離れた位置にあ

る顕著な傾斜部分は海が大荒れになったときの波る顕著な傾斜部分は海が大荒れになったときの波

先端によって削り取られて生じたものである。先端によって削り取られて生じたものである。日日

本海の冬は北西の季節風によるすさまじい大荒れ本海の冬は北西の季節風によるすさまじい大荒れ

が連日続くのが大きな特徴であるが、が連日続くのが大きな特徴であるが、この時の波この時の波

食により削り取られたのがこの急傾斜構造であ食により削り取られたのがこの急傾斜構造であ

る。る。日本海側では冬季以外はここまで波が来るこ日本海側では冬季以外はここまで波が来るこ

とはほとんどないが、とはほとんどないが、径浜のさらに陸側に向かっ径浜のさらに陸側に向かっ

て広がる、て広がる、この最奥の段構造までの緩傾斜部分はこの最奥の段構造までの緩傾斜部分は

暴浪浜暴浪浜storm beachstorm beachと名付けられており、と名付けられており、その言その言

葉の由来は分かりやすい。葉の由来は分かりやすい。

　では問題の海浜植物が茂っているのはどこか。　では問題の海浜植物が茂っているのはどこか。

上記の知識を持った上で現地を見てみよう。上記の知識を持った上で現地を見てみよう。するする

とそれはこの暴浪浜より陸側の部分であることにとそれはこの暴浪浜より陸側の部分であることに
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気付かれるはずである。気付かれるはずである。暴浪浜の部分には一部の暴浪浜の部分には一部の

海浜植物がパラパラと散在しているだけで、海浜植物がパラパラと散在しているだけで、前浜前浜

の部分は完全な無植生帯である。の部分は完全な無植生帯である。すなわち、すなわち、海浜海浜

植物はかろうじて暴浪浜までは種子や地下茎に植物はかろうじて暴浪浜までは種子や地下茎に

よって少しは進出するが、よって少しは進出するが、波に洗われるという障波に洗われるという障

害にあって、害にあって、それより海側へは容易に分布を広めそれより海側へは容易に分布を広め

得ない。得ない。

　海浜植物と呼ばれる特殊な生態をもつ植物の一　海浜植物と呼ばれる特殊な生態をもつ植物の一

群は、群は、砂浜砂浜・・砂丘という砂と乾燥と風による絶え砂丘という砂と乾燥と風による絶え

間のない砂の移動に曝される過酷な環境に適応し間のない砂の移動に曝される過酷な環境に適応し

た植物群であることは皆さんのよく知っておられた植物群であることは皆さんのよく知っておられ

るとおりである。るとおりである。そして、そして、こうした植物が茂るここうした植物が茂るこ

とによって特徴づけられるこの環境の中には植物とによって特徴づけられるこの環境の中には植物

ほどには目立たないが、ほどには目立たないが、長い地球の歴史の中でこ長い地球の歴史の中でこ

こに適応し、こに適応し、生活の場を作り上げた動物がたくさ生活の場を作り上げた動物がたくさ

ん生活している。ん生活している。先に記したシロチドリもここを先に記したシロチドリもここを

繁殖の場として使うようにその遺伝子群を特殊化繁殖の場として使うようにその遺伝子群を特殊化

させて生き残ってきた。させて生き残ってきた。環境保全のシンボル種と環境保全のシンボル種と

して多くの場合、して多くの場合、まず、まず、鳥が取り上げられている鳥が取り上げられている

ことは有名であるが、ことは有名であるが、これもその一例である。これもその一例である。まま

たあまり知られていないが、たあまり知られていないが、アカウミガメがよくアカウミガメがよく

産卵する場所も必ず海浜植物帯の存在する浜であ産卵する場所も必ず海浜植物帯の存在する浜であ

り、り、この植物帯近くまで這っていって産卵孔を掘この植物帯近くまで這っていって産卵孔を掘

るのだという。るのだという。

　こうした鳥やカメといった大きな体をもち、　こうした鳥やカメといった大きな体をもち、人人

目につきやすい動物の他にもたとえば昆虫のよう目につきやすい動物の他にもたとえば昆虫のよう

な小さな動物には、な小さな動物には、こうした浜にだけ棲み、こうした浜にだけ棲み、そこそこ

で種族を維持しているものが数多くある。で種族を維持しているものが数多くある。そしてそして

それらは上記したいくつかの砂浜の段階構造をうそれらは上記したいくつかの砂浜の段階構造をう

まく使い分けて生きている。まく使い分けて生きている。それなのに金沢市大それなのに金沢市大

野川河口から加賀市尼御前岬までの間の長い砂浜野川河口から加賀市尼御前岬までの間の長い砂浜

のように、のように、かって存在した海浜植物帯が失せしかって存在した海浜植物帯が失せし

まったた浜では、まったた浜では、砂浜自体がまったく消失してい砂浜自体がまったく消失してい

たり、たり、小さな砂州程度のものしかないところがほ小さな砂州程度のものしかないところがほ

とんどである。とんどである。したがって浜の段階構造に依存ししたがって浜の段階構造に依存し

ていた多くの動物はみな住み処を奪われたというていた多くの動物はみな住み処を奪われたという

ことになる。ことになる。

　石川県には砂浜依存度が極端に高く、　石川県には砂浜依存度が極端に高く、しかもしかも

レッド種となっている著名な小動物がいくつかあレッド種となっている著名な小動物がいくつかあ

るので、るので、そのうちの２種をモデルとして、そのうちの２種をモデルとして、この砂この砂

浜問題をより具体的に見てみることにしよう。浜問題をより具体的に見てみることにしよう。

消えゆくイソコモリグモ消えゆくイソコモリグモ

　イソコモリグモはコモリグモ科のクモである。　イソコモリグモはコモリグモ科のクモである。

コモリグモ科のクモは卵のうコモリグモ科のクモは卵のう（卵の入った袋）（卵の入った袋）をを

雌が腹端につけて運び、雌が腹端につけて運び、孵化孵化（ふか）（ふか）して出てきして出てき

た子グモを腹部背面に乗せて守るという習性をた子グモを腹部背面に乗せて守るという習性を

もっている。もっている。しかしイソコモリグモは砂地に掘っしかしイソコモリグモは砂地に掘っ

た垂直の孔の中に住むので、た垂直の孔の中に住むので、他のコモリグモのよ他のコモリグモのよ

うに走り回る姿を見かけない。うに走り回る姿を見かけない。このクモは雌成体このクモは雌成体

の体長がの体長が2.52.5センチメートルほどもあって、センチメートルほどもあって、かなかな

り大きなクモなのに、り大きなクモなのに、浜にいっても見かけないの浜にいっても見かけないの

はそのためである。はそのためである。しかし夜になると孔の外に出しかし夜になると孔の外に出

て回りを通る昆虫などを狩っているので、て回りを通る昆虫などを狩っているので、夜、夜、懐懐

中電灯を持って探せば容易に姿をみつけることが中電灯を持って探せば容易に姿をみつけることが

できる。できる。

　イソコモリグモを昼間に見つけるにはかくれて　イソコモリグモを昼間に見つけるにはかくれて

いる穴を探さねばならない。いる穴を探さねばならない。ところが浜には驚くところが浜には驚く

ほど多くの小穴がある。ほど多くの小穴がある。実にさまざまの小動物が実にさまざまの小動物が

穴を明けて砂に潜るからである。穴を明けて砂に潜るからである。しかしイソコモしかしイソコモ

リグモの穴は他のどの動物の穴とも違って、リグモの穴は他のどの動物の穴とも違って、そのその

穴の縁に触れても砂がくずれないという特徴があ穴の縁に触れても砂がくずれないという特徴があ

る。る。それはこのクモは、それはこのクモは、穴の上のほうだけである穴の上のほうだけである

が、が、穴の内壁を糸で裏打ちしているからである。穴の内壁を糸で裏打ちしているからである。

穴は大きなものでは直径が穴は大きなものでは直径が1515ミリほどで、ミリほどで、深さ深さ

はは2020センチメートルほどもあるが、センチメートルほどもあるが、もっと小さもっと小さ

い穴のほうがはるかにたくさんある。い穴のほうがはるかにたくさんある。そしてそれそしてそれ

ぞれの穴に応じた大きさのクモを掘り出すことがぞれの穴に応じた大きさのクモを掘り出すことが

できる。できる。色は淡灰褐色で腹面が真っ黒であるのが色は淡灰褐色で腹面が真っ黒であるのが

目立つ。目立つ。

　　この穴の分布を調べるとこのクモは海浜植物帯この穴の分布を調べるとこのクモは海浜植物帯

とほとんど重なって生息し、とほとんど重なって生息し、海浜植物帯のないや海浜植物帯のないや

図図 33 ．．非自然型砂浜非自然型砂浜（松任市海岸）（松任市海岸）
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「「石川県の石川県の砂浜の自然砂浜の自然、、ここここ4040年間の変化年間の変化」」　　徳本　　徳本  洋洋

シンポジウム～いしかわの身近な自然はどう変わったか～シンポジウム～いしかわの身近な自然はどう変わったか～

図図 55．．イカリモンハンミョウの交尾．イカリモンハンミョウの交尾．((上が雄で下が上が雄で下が

雌．雌．交尾ではなく雄が上にのっているだけかもしれない．交尾ではなく雄が上にのっているだけかもしれない．))

探してもまったくいなかったのである。探してもまったくいなかったのである。この石川この石川

県内での分布の仕方も理解しがたい謎であった。県内での分布の仕方も理解しがたい謎であった。

　そして、　そして、この昆虫はこの昆虫は66月下旬から月下旬から99月初めにか月初めにか

けて成虫が見られ、けて成虫が見られ、それが波が寄せたり返したりそれが波が寄せたり返したり

する箇所付近を活発に飛びまわっていて、する箇所付近を活発に飛びまわっていて、一見、一見、

ハエが群れ飛んでいるようにさえ見えるのだが、ハエが群れ飛んでいるようにさえ見えるのだが、

その幼虫がどこに住んでいるのか、その幼虫がどこに住んでいるのか、いくら探していくら探して

もまったく分からなかった。もまったく分からなかった。とにかく不思議の多とにかく不思議の多

い昆虫であった。い昆虫であった。

　しかし、　しかし、発生個体数は多かったので、発生個体数は多かったので、石川県の石川県の

昆虫研究者は生息地にゆけばいくらもいるものと昆虫研究者は生息地にゆけばいくらもいるものと

思いこみ、思いこみ、発見後の一時期を過ぎるとその後はこ発見後の一時期を過ぎるとその後はこ

とさらに調べる人もいなくなっていった。とさらに調べる人もいなくなっていった。ところところ

がある時に気付いてみると、がある時に気付いてみると、あれだけ多く生息しあれだけ多く生息し

ていた本種がまったく見当たらなくなっていた。ていた本種がまったく見当たらなくなっていた。

調べてみると前記のように多産していたのは調べてみると前記のように多産していたのは

19601960年代末ごろまでで、年代末ごろまでで、それ以後、それ以後、急減して消滅急減して消滅

したらしいことが分かった。したらしいことが分かった。それでそれで19911991年に環年に環

境庁がわが国初のレッドデータブックを発行した境庁がわが国初のレッドデータブックを発行した

とき、とき、本種を絶滅危険度の高いランクである危急本種を絶滅危険度の高いランクである危急

種に入れ、種に入れ、そして石川県では絶滅したといわれるそして石川県では絶滅したといわれる

と記した。と記した。なお、なお、現在はその後のレッドデータ現在はその後のレッドデータ

ブック改訂によって、ブック改訂によって、現存生物ではもっとも絶滅現存生物ではもっとも絶滅

危険度の高い絶滅危惧Ⅰ類にランクされている。危険度の高い絶滅危惧Ⅰ類にランクされている。

イカリモンハンミョウ大減少の仕組みイカリモンハンミョウ大減少の仕組み

　こうしてイカリモンハンミョウは石川県からは　こうしてイカリモンハンミョウは石川県からは

絶滅したと思われていたが、絶滅したと思われていたが、19941994年に、年に、偶然、偶然、志志

賀町大島から羽咋市柴垣にかけての賀町大島から羽咋市柴垣にかけての2km2kmの砂浜にの砂浜に

だけ、だけ、これが生き残っているのが発見された。これが生き残っているのが発見された。ここ

せた砂浜にはいないことが分かる。せた砂浜にはいないことが分かる。だから海岸のだから海岸の

土木工事の実施時期から海浜植物帯の減少時期を土木工事の実施時期から海浜植物帯の減少時期を

推定し、推定し、それによってこのクモの生息数の減り方それによってこのクモの生息数の減り方

を間接的に推定できる。を間接的に推定できる。このような方法で推定すこのような方法で推定す

ると石川県でのイソコモリグモの生息個体数は現ると石川県でのイソコモリグモの生息個体数は現

在では在では4040年前の年前の1818パーセントに減っていると推定パーセントに減っていると推定

された。された。同様なことが全国的に起こっており、同様なことが全国的に起こっており、ここ

のクモは環境省の準絶滅危惧種に指定されている。のクモは環境省の準絶滅危惧種に指定されている。

謎の多いイカリモンハンミョウ謎の多いイカリモンハンミョウ

　イカリモンハンミョウはカブトムシやコガネム　イカリモンハンミョウはカブトムシやコガネム

シなどと同じく前羽が固くなっている昆虫の中のシなどと同じく前羽が固くなっている昆虫の中の

一種で体長一種で体長1313ミリメートルほどの虫である。ミリメートルほどの虫である。ベベ

トナムなどにもいる南方系の種であるが、トナムなどにもいる南方系の種であるが、本州で本州で

は石川県にだけしか生息していない。は石川県にだけしか生息していない。四国には四国には

まったくおらず、まったくおらず、九州では宮崎県のごく一部と鹿九州では宮崎県のごく一部と鹿

児島県大隅半島の一部と種子島にだけいる。児島県大隅半島の一部と種子島にだけいる。いずいず

れも砂浜海岸に生活しているのだが、れも砂浜海岸に生活しているのだが、なぜひどくなぜひどく

飛び離れて石川県にこの昆虫がいるのかは、飛び離れて石川県にこの昆虫がいるのかは、このこの

虫が石川県で初めて発見された虫が石川県で初めて発見された19361936年以来の昆年以来の昆

虫学者にとっての謎になっている。虫学者にとっての謎になっている。だから石川県だから石川県

が全国に誇る珍しく貴重な昆虫である。が全国に誇る珍しく貴重な昆虫である。

　ところがこの昆虫は石川県では加賀地方から能　ところがこの昆虫は石川県では加賀地方から能

登半島にかけての砂浜すべてに生息していたのか登半島にかけての砂浜すべてに生息していたのか

というと、というと、そうではない。そうではない。大野川河口の右岸から大野川河口の右岸から

羽咋市一の宮にかけての砂浜にだけ連続して多数羽咋市一の宮にかけての砂浜にだけ連続して多数

生息していることが確かめられていたが、生息していることが確かめられていたが、不思議不思議

なことに、なことに、それ以外のどこの砂浜にもまったく見それ以外のどこの砂浜にもまったく見

つからなかった。つからなかった。だから大野川河口をはさんでそだから大野川河口をはさんでそ

の左岸から加賀市にかけての長い砂浜にはいくらの左岸から加賀市にかけての長い砂浜にはいくら

図図 44 ．．イソコモリグモ雌成体イソコモリグモ雌成体
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こはそれまで調査の目から落ちていた箇所であっこはそれまで調査の目から落ちていた箇所であっ

た。た。それで能登半島のあちこちに点在する小さなそれで能登半島のあちこちに点在する小さな

砂浜が再点検されたが、砂浜が再点検されたが、やはり他ではまったく生やはり他ではまったく生

息していないことが改めて確認された。息していないことが改めて確認された。現在、現在、本本

種は石川県天然記念物に指定され厳しく保護され種は石川県天然記念物に指定され厳しく保護され

ているが、ているが、かっての生息範囲の砂浜延長かっての生息範囲の砂浜延長3838キロキロ

メートルからみると、メートルからみると、なんとなんと5.35.3パーセントに激パーセントに激

減したのである。減したのである。

　この大減少が始まったころのことを調べると、　この大減少が始まったころのことを調べると、

まず河北潟干拓に伴う砂丘を切り開いた放水路のまず河北潟干拓に伴う砂丘を切り開いた放水路の

掘削や金沢港の新設という大工事がほぼ同時に始掘削や金沢港の新設という大工事がほぼ同時に始

まっている。まっている。そしてその時から県内の昆虫研究者そしてその時から県内の昆虫研究者

や自然保護に関心をもつ人々は、や自然保護に関心をもつ人々は、これらの工事がこれらの工事が

この貴重なイカリモンハンミョウに大きな悪影響この貴重なイカリモンハンミョウに大きな悪影響

をもたらすのでないかと心配を始めた。をもたらすのでないかと心配を始めた。しかし、しかし、

具体的にどのような影響が生ずるかはまったく見具体的にどのような影響が生ずるかはまったく見

当がつかなかった。当がつかなかった。また、また、そのころから急速に普そのころから急速に普

及度を高めてきた自家用車の増加から、及度を高めてきた自家用車の増加から、内灘海岸内灘海岸

への自動車乗り入れが目立って増加してきた。への自動車乗り入れが目立って増加してきた。そそ

のような時に、のような時に、学生時代にイカリモンハンミョウ学生時代にイカリモンハンミョウ

を熱心に調べていた丹羽修平氏を熱心に調べていた丹羽修平氏（現かほく市高松（現かほく市高松

在住）在住）が内灘町の小学校長として赴任され、が内灘町の小学校長として赴任され、ここここ

のイカリモンハンミョウが激減しているのを目にのイカリモンハンミョウが激減しているのを目に

して、して、大警鐘を鳴らされた。大警鐘を鳴らされた。そして町当局に働きそして町当局に働き

かけて、かけて、ついに同町議会で同町天然記念物の一つついに同町議会で同町天然記念物の一つ

に制定するという条例が可決されるところまでに制定するという条例が可決されるところまで

いった。いった。

　しかし、　しかし、具体的な保護措置がほどこされること具体的な保護措置がほどこされること

も、も、また生息状況を毎年調べるということもなまた生息状況を毎年調べるということもな

かったので、かったので、その後、その後、いつの間にか経過もわからいつの間にか経過もわから

ないうちにこの虫はまったく見当たらなくなってないうちにこの虫はまったく見当たらなくなって

しまった。しまった。また上記の大工事にほんの少し遅れてまた上記の大工事にほんの少し遅れて

能登海浜自動車道の建設が始まっているが、能登海浜自動車道の建設が始まっているが、これこれ

が能登のイカリモンハンミョウを絶滅させたといが能登のイカリモンハンミョウを絶滅させたとい

う説も出てきた。う説も出てきた。県内のイカリモンハンミョウが県内のイカリモンハンミョウが

消滅した浜はこの道路が海浜を走っている区域と消滅した浜はこの道路が海浜を走っている区域と

まったく一致しているからである。まったく一致しているからである。

　ただ、　ただ、これらの諸工事が具体的にどう影響したこれらの諸工事が具体的にどう影響した

のかについては不明のままであり、のかについては不明のままであり、また、また、具体的具体的

保護対策も立てようがなかったというのが実情で保護対策も立てようがなかったというのが実情で

あった。あった。それはこの虫の成体が夏に汀線付近に多それはこの虫の成体が夏に汀線付近に多

数出現するということ以外には生態も生活史も数出現するということ以外には生態も生活史も

まったく不明であったからである。まったく不明であったからである。幼虫がどこに幼虫がどこに

すみ、すみ、どんな生活史をもっているかが分からなけどんな生活史をもっているかが分からなけ

れば、れば、保護問題に対する説得力のある提案は何一保護問題に対する説得力のある提案は何一

つ出来ない。つ出来ない。漠然と浜全体を立ち入り禁止にした漠然と浜全体を立ち入り禁止にした

り、り、工事は一切禁止というようなことは到底実施工事は一切禁止というようなことは到底実施

不可能なことである。不可能なことである。このことからも自然保護推このことからも自然保護推

進のためには、進のためには、地道な基礎研究の積み重ねがいか地道な基礎研究の積み重ねがいか

に必要であるかがよく分かる。に必要であるかがよく分かる。

イソコモリグモ、イソコモリグモ、イカリモンハンミョウ保護の現状イカリモンハンミョウ保護の現状

　前記したように石川県のイソコモリグモ、　前記したように石川県のイソコモリグモ、イカイカ

リモンハンミョウの現状は危機的である。リモンハンミョウの現状は危機的である。しかしか

し、し、残っている個体群の保護については以前に比残っている個体群の保護については以前に比

べるとかなり大きな進展があった。べるとかなり大きな進展があった。それは両種のそれは両種の

生態、生態、生活史解明が近年、生活史解明が近年、急速に進展したからで急速に進展したからで

ある。ある。

　イソコモリグモが海浜植物帯と密接に結びつい　イソコモリグモが海浜植物帯と密接に結びつい

た生態をもつことは前記した。た生態をもつことは前記した。このクモの一部個このクモの一部個

体は春から秋に体は春から秋にかけては暴浪浜から、かけては暴浪浜から、時には径浜時には径浜

まで住居穴を前進させる。まで住居穴を前進させる。しかし越冬は海浜植物しかし越冬は海浜植物

帯がなければできない。帯がなければできない。だから海浜植物帯のないだから海浜植物帯のない

浜には生息できないのだが、浜には生息できないのだが、石川県でもっとも見石川県でもっとも見

事な海浜植物帯をもつ浜は加賀市の通称加賀海岸事な海浜植物帯をもつ浜は加賀市の通称加賀海岸

である。である。ここは今もイソコモリグモの大生息地でここは今もイソコモリグモの大生息地で

ある。ある。私はここは恐らく日本有数の生息地と思っ私はここは恐らく日本有数の生息地と思っ

ている。ている。ここの海浜植物帯が今もみごとに維持さここの海浜植物帯が今もみごとに維持さ

れているのは、れているのは、自動車の進入が阻止されているか自動車の進入が阻止されているか

らである。らである。全国の海浜植物帯破壊の大元凶は自動全国の海浜植物帯破壊の大元凶は自動

車進入である。車進入である。ここのここの5km5kmの砂丘の内陸側はみごの砂丘の内陸側はみご

とに造成された厚い黒松純林であるが、とに造成された厚い黒松純林であるが、国有林で国有林で

あり、あり、進入路はすべてゲートで施錠されている。進入路はすべてゲートで施錠されている。

また浜の両端は地元の町が管理している海水浴場また浜の両端は地元の町が管理している海水浴場

で、で、ここを通過しないと浜へは入れない。ここを通過しないと浜へは入れない。この仕この仕

組みが森林管理署、組みが森林管理署、加賀市、加賀市、地元の町の協力でき地元の町の協力でき

ちんと守られていることが大きな効果を発揮してちんと守られていることが大きな効果を発揮して

いる。いる。

　イカリモンハンミョウの石川県における再発見　イカリモンハンミョウの石川県における再発見

を機会にして、を機会にして、私たちは幼虫生息場所の発見に全私たちは幼虫生息場所の発見に全

力をあげたが、力をあげたが、開始以来３年目になってやっと発開始以来３年目になってやっと発

見された見された（図６）。（図６）。大波が来ればその下になって大波が来ればその下になって

しまう場所に住んでいるなどとは全く予想外でしまう場所に住んでいるなどとは全く予想外で

あった。あった。私たちは海浜植物帯に幼虫はいると予想私たちは海浜植物帯に幼虫はいると予想
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「「石川県の石川県の砂浜の自然砂浜の自然、、ここここ4040年間の変化年間の変化」」　　徳本　　徳本  洋洋

シンポジウム～いしかわの身近な自然はどう変わったか～シンポジウム～いしかわの身近な自然はどう変わったか～

し、し、そこをそこを22年間探し回っていたのである。年間探し回っていたのである。そしそし

て、て、この発見をきっかけにして生活史と生態解明この発見をきっかけにして生活史と生態解明

は急展開した。は急展開した。なぜ大野川以西の砂浜に本種が生なぜ大野川以西の砂浜に本種が生

息していなかったかも、息していなかったかも、浜の微形態が根本的に本浜の微形態が根本的に本

種の生息地と非生息地では異なることによること種の生息地と非生息地では異なることによること

も最近判明したが、も最近判明したが、これも幼虫生息箇所の解明がこれも幼虫生息箇所の解明が

なかったならば不可能であったであろう。なかったならば不可能であったであろう。

　こうして、　こうして、これらの知見を基にして具体的な保これらの知見を基にして具体的な保

護策を進言しうるようになってきた結果、護策を進言しうるようになってきた結果、本種は本種は

志賀町、志賀町、羽咋市の両生息地でそれぞれの町、羽咋市の両生息地でそれぞれの町、市の市の

天然記念物に制定され、天然記念物に制定され、また石川県天然記念物にまた石川県天然記念物に

も制定された。も制定された。ただ、ただ、浜への自動車進入はますま浜への自動車進入はますま

す激しくなってきており、す激しくなってきており、幼虫生息箇所の破壊が幼虫生息箇所の破壊が

顕著で、顕著で、憂うべき情況である。憂うべき情況である。しかし、しかし、羽咋市北羽咋市北

部の本種再発見地では市当局によって浜の一部に部の本種再発見地では市当局によって浜の一部に

限定してではあるが、限定してではあるが、頑丈な自動車進入阻止柵が頑丈な自動車進入阻止柵が

設けられ、設けられ、これが有効に働きはじめている。これが有効に働きはじめている。そのその

中では明らかに本種の増殖が見られる。中では明らかに本種の増殖が見られる。

　一方、　一方、同じ羽咋市でも千里浜は自動車が走れる同じ羽咋市でも千里浜は自動車が走れる

長い砂浜として全国的に有名であるが、長い砂浜として全国的に有名であるが、ここは私ここは私

たちの所見によれば、たちの所見によれば、現在もイカリモンハンミョ現在もイカリモンハンミョ

ウの生息適地として典型的形態を保っている。ウの生息適地として典型的形態を保っている。しし

かしもちろん、かしもちろん、まったく生息していない。まったく生息していない。もしこもしこ

こが昔のまま、こが昔のまま、静かな浜であれば、静かな浜であれば、現在もイカリ現在もイカリ

モンハンミョウの日本有数の大繁殖地であることモンハンミョウの日本有数の大繁殖地であること

は間違いないと考えられる。は間違いないと考えられる。しかし、しかし、完全に大観完全に大観

光地化された今、光地化された今、ここを昔に返すことは不可能でここを昔に返すことは不可能で

あろう。あろう。

　また、　また、内灘町から志雄町までの間の砂浜は昔は内灘町から志雄町までの間の砂浜は昔は

イカリモンハンミョウ生息適地の浜形態であったイカリモンハンミョウ生息適地の浜形態であった

が、が、今は不適浜形態に変わりきっており、今は不適浜形態に変わりきっており、たとえたとえ

自動車進入を禁止してもイカリモンハンミョウの自動車進入を禁止してもイカリモンハンミョウの

復活はあり得ないと思われる。復活はあり得ないと思われる。この区間が生息適この区間が生息適

浜から不適浜へと変った理由の解明はなかなか難浜から不適浜へと変った理由の解明はなかなか難

しいが、しいが、本種の生息適地の浜形態の理論的解明が本種の生息適地の浜形態の理論的解明が

進んだことから、進んだことから、従来と異なる新しい考え方が可従来と異なる新しい考え方が可

能になり、能になり、現在その検討を進めている。現在その検討を進めている。

　なお、　なお、砂浜の浸食増大には河川のダム設置の増砂浜の浸食増大には河川のダム設置の増

加による海への流入土砂の減少が大きくかかわっ加による海への流入土砂の減少が大きくかかわっ

ており、ており、砂浜の生物の保護にはこうした大きな問砂浜の生物の保護にはこうした大きな問

題をも視野に含めた幅広い検討が必要である。題をも視野に含めた幅広い検討が必要である。

おわりにおわりに

　人間による自然破壊がますます激しくなる現　人間による自然破壊がますます激しくなる現

在、在、生物多様性を保ち、生物多様性を保ち、絶滅に瀕する種を守るこ絶滅に瀕する種を守るこ

とにはひじょうに困難をともなう。とにはひじょうに困難をともなう。そのために有そのために有

効な手段の一つとして、効な手段の一つとして、保護区域をたとえ狭くて保護区域をたとえ狭くて

もしっかり決めて、もしっかり決めて、そこを守る努力を強く傾注しそこを守る努力を強く傾注し

てゆくというのが、てゆくというのが、当面、当面、実行可能な具体的方策実行可能な具体的方策

の一つとして重要であろう。の一つとして重要であろう。またそれらの種を守またそれらの種を守

ることからさらに進んで、ることからさらに進んで、その種が自立してゆけその種が自立してゆけ

る自然を再生し、る自然を再生し、人間と共存できる環境をつくる人間と共存できる環境をつくる

のが理想であろうが、のが理想であろうが、その道は遠い。その道は遠い。しかし、しかし、そそ

のことに関心をもつわれわれには、のことに関心をもつわれわれには、説得力のある説得力のある

理論的根拠を確立するための努力と保護への働き理論的根拠を確立するための努力と保護への働き

かけがますます求められているのでなかろうか。かけがますます求められているのでなかろうか。

（石川むしの会（石川むしの会・・交流会会員　徳本交流会会員　徳本  洋）洋）

図図 66．．砂浜における砂浜における

イソコモリグモとイソコモリグモと

イ カ リ モ ン ハ ンイ カ リ モ ン ハ ン

ミョウの分布帯模ミョウの分布帯模

式図式図（徳本（徳本, 2000b, 2000b

一部改変）一部改変）
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２００４２００４年度年度第第44回回総会議事録総会議事録活動　活動　
ニュースニュース

収 入 の 部
項目 細目 内訳 小計 備考
繰越金 ¥200,974
会費 一般 1,000円×63 ¥63,000 63名分（現在54名）

団体 2,000円×5 ¥10,000 5団体（現在5団体）
賛助 10,000円×2 ¥20,000 2団体（現在1団体）

総収入 ¥293,974

支 出 の 部
項目 細目 内訳 小計 備考
通信費 切手代 80円×3×会員分 ¥15,000 案内郵送

90円×3×会員 ¥20,000 ﾆｭｰｽﾚﾀｰ郵送
90円×そのほか ¥10,000 ﾆｭｰｽﾚﾀｰ郵送

はがき 840円×2 ¥1,680 交流会案内
印刷費 印刷機使用代 1,000円×3回 ¥3,000 ﾆｭｰｽﾚﾀｰ・ﾁﾗｼ印刷

インク代 ¥15,000 案内・ﾁﾗｼ印刷
事務用品費 封筒 ¥3,000 ﾆｭｰｽﾚﾀｰ郵送分

再生紙 ¥15,000 再生紙A3
用紙 ¥3,000 A3、A4用紙

消耗品費 展示品 ¥20,000 パネルなど（環境ﾌｪｱ）
福利厚生費 保険代 1,000円×3回 ¥3,000 一日傷害保険（観察会）
会議費 総会開催費 ¥50,000 印刷、謝金、お茶菓子代など

観察会開催費 6,000×3回 ¥18,000 会議室使用代など
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ制作調査費 ¥20,000 交通費、写真代
雑費 事務局経費 ¥10,000 そのほか事務用品費
次年度繰越金 ¥87,294

総支出 ¥293,974

収 入 の 部
項目 細目 内訳 小計 備考
繰越金 ¥426,118
会費 一般 1,000円×51 ¥51,000 44名分＋未納7年間分

団体 2,000円×3 ¥6,000 3団体
賛助 10,000円 ¥10,000 1団体
前納分 1,000円×13 ¥13,000 13年分（5名）

補助金 補助金 88,000円 ¥88,000 行政より補助金
寄付金 ¥35,000 2名より

雑収入 利息 ¥2 受取利息

総収入 ¥629,120

支 出 の 部
項目 細目 内訳 小計 備考

通信費 切手代 378通 ¥40,670 ﾆｭｰｽﾚﾀｰなど郵送代
切手代 ¥10,320 ﾆｭｰｽﾚﾀｰなど郵送代

ハガキ代 100枚入り ¥837 総会案内
宅急便 7回分 ¥5,100 パンフレット郵送代

会議費 お茶菓子代 ¥2,699 総会・シンポジウム時

総会費用 ¥28,400 総会・シンポジウム時
事務用品費 封筒・用紙・文房具 ¥14,939
福利厚生費 保険代 1,000円×2 ¥2,000 一日傷害保険（観察会）
雑費 コピー代 ¥340
租税公課 収入印紙 ¥200
印刷費 印刷機使用代 1,000円×2回 ¥2,000 ﾆｭｰｽﾚﾀｰ印刷代

写真代 ¥3,402 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ写真ﾌﾟﾘﾝﾄ代
インク代 ¥12,594 印刷インク代
印刷代 ¥4,120 そのほか案内等
パンフレット印刷費 300,000円 ¥300,000 パンフレット印刷代

支払手数料 振込 ¥525 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ振込手数料

次年度繰越金 ¥200,974

総支出 ¥629,120

20032003年度会計報告年度会計報告

20042004年度予算案年度予算案

開催日時　開催日時　20042004年年44月月44日日（土）（土）13:0013:00－－1313：：4545

　　　　　（記念シンポジウム　　　　　　（記念シンポジウム　1414：：0000－－1616：：3030））

開催場所　津幡町森林公園開催場所　津幡町森林公園

　　　　　　インフォメーションセンター　　　　　　インフォメーションセンター

議　　長　加藤明宏議　　長　加藤明宏

書　　記　川原奈苗書　　記　川原奈苗（議事録作成者）（議事録作成者）

参参  加加  者　者　1515名名（記念シンポジウム（記念シンポジウム3535名）名）

【開会】【開会】

高橋事務局長の司会により開始。高橋事務局長の司会により開始。会長の中村浩会長の中村浩

二金沢大学教授より開会の挨拶がおこなわれた。二金沢大学教授より開会の挨拶がおこなわれた。

議長に石川ホタルの会の加藤明宏氏が選出された。議長に石川ホタルの会の加藤明宏氏が選出された。

【【20032003年度活動報告年度活動報告（要旨）】（要旨）】

　以下の概要の報告がおこなわれ、　以下の概要の報告がおこなわれ、全員の賛成の全員の賛成の

もと採択された。もと採択された。

　会員数は昨年より　会員数は昨年より77名増え名増え5858名名（うち団体会（うち団体会

員員55名、名、賛助会員賛助会員11名）。名）。ニュースレターニュースレター「身近な「身近な

自然」自然」をを33回回（（No.4No.4－－66））発行。発行。第第66号では、号では、会会

員以外からの寄稿として石川県農林部の取り組み員以外からの寄稿として石川県農林部の取り組み

が紹介された。が紹介された。ビオトープ観察会を計３回実施。ビオトープ観察会を計３回実施。

　パンフレット　パンフレット「身近な自然－金沢近郊編」「身近な自然－金沢近郊編」を約を約

2,5002,500部配布した。部配布した。読売新聞、読売新聞、北國新聞等でも紹北國新聞等でも紹

介された。介された。小、小、中学校の総合学習の時間にパンフ中学校の総合学習の時間にパンフ

レットが積極的に活用され、レットが積極的に活用され、その他のイベントやその他のイベントや

シンポジウム等でも配布された。シンポジウム等でも配布された。

　当会のホームページを　当会のホームページを66月月1414日に立ち上げ、日に立ち上げ、約約

7,0007,000のアクセスがあった。のアクセスがあった。「いしかわ環境フェ「いしかわ環境フェ

アー」アー」において会の活動やパンフレットにおいて会の活動やパンフレット「金沢近「金沢近

郊の身近な自然」郊の身近な自然」の紹介をおこなった。の紹介をおこなった。

【【20032003年度決算】年度決算】

　別表の会計報告がおこなわれた。　別表の会計報告がおこなわれた。会計監査は、会計監査は、

石川県ビオトープ管理士会の野村幸平氏により会石川県ビオトープ管理士会の野村幸平氏により会

計監査がおこなわれ、計監査がおこなわれ、厳正に会計業務が行われて厳正に会計業務が行われて

いることが報告された。いることが報告された。0303年度決算は全員の了年度決算は全員の了

承のもと採択された。承のもと採択された。

【【20042004年度活動計画案】年度活動計画案】

　以下の概要の活動計画案が提案され、　以下の概要の活動計画案が提案され、全員の賛全員の賛

成により採択された。成により採択された。

11））ニュースレターのニュースレターの2-32-3回の作成。回の作成。

22））ホームページの活用ホームページの活用：：できるだけ新しい情報できるだけ新しい情報

を頻繁に掲載する。を頻繁に掲載する。掲示板での交流を促進する。掲示板での交流を促進する。

33））ビオトープ観察会のビオトープ観察会の2-32-3回の開催回の開催

44））パンフレット作成活動パンフレット作成活動：：助成金へ応募し条件助成金へ応募し条件

が整えば、が整えば、「身近な自然」「身近な自然」能登地区編を作成する。能登地区編を作成する。

55））会員間の交流の推進会員間の交流の推進：：気軽に会員同士がふれ気軽に会員同士がふれ

あえる場を設定するよう努力する。あえる場を設定するよう努力する。会員同士が協会員同士が協

力して取り組めるビオトープづくりの場や共通の力して取り組めるビオトープづくりの場や共通の

自然観察のフィールドを持てるよう努力する。自然観察のフィールドを持てるよう努力する。

66））会員と賛助会員の拡大会員と賛助会員の拡大：：当面当面7070人を目標。人を目標。

【【20042004年度予算案】年度予算案】

　別様のような予算案が提案され全員の賛成によ　別様のような予算案が提案され全員の賛成によ

り採択された。り採択された。

【【20042004年度役員選出】年度役員選出】

　事務局より以下の人事の提案があり、　事務局より以下の人事の提案があり、全員の賛全員の賛

成により承認された。成により承認された。

　会長　会長：：中村浩二、中村浩二、事務局長事務局長：：高橋　久、高橋　久、事務局事務局

員員：：草光紀子草光紀子・・川原奈苗川原奈苗
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はじめまして。はじめまして。取りとめのない話ですが…。取りとめのない話ですが…。      酒 井 玲 子酒 井 玲 子

交流会メンバーの自己紹介コーナー交流会メンバーの自己紹介コーナー

　みなさん、　みなさん、はじめまして。はじめまして。

早速、早速、「自己紹介コーナー」「自己紹介コーナー」の原稿を依頼され、の原稿を依頼され、

正直、正直、何を書くべきか戸惑っています。何を書くべきか戸惑っています。過去の過去の

News letterNews letterを読み返したところ、を読み返したところ、みなさん自身みなさん自身

の自然環境に関する取り組みなどが書かれていまの自然環境に関する取り組みなどが書かれていま

す。す。私には、私には、そのようなエピソードもなく得意分そのようなエピソードもなく得意分

野もなく…。野もなく…。

「何でも好きな事、「何でも好きな事、書いて良いですよ。」書いて良いですよ。」と笑顔と笑顔

の川原さんの言葉を信じて、の川原さんの言葉を信じて、思いつくまま思いつくまま「好き「好き

な事」な事」を書きたいと思います。を書きたいと思います。（ビオトープと関（ビオトープと関

係ない話です。係ない話です。すみません。）すみません。）

私は音楽が大好きです。私は音楽が大好きです。今は、今は、津幡町の太鼓津幡町の太鼓

チームで太鼓を叩いています。チームで太鼓を叩いています。

日本人が太鼓を叩いたルーツは、日本人が太鼓を叩いたルーツは、「雨乞い」「雨乞い」とと

「虫送り」「虫送り」らしいです。らしいです。「雨乞い」「雨乞い」はは「田植え」「田植え」やや

「穂ばらみ」「穂ばらみ」などの大切な時期に恵みの雨が降らなどの大切な時期に恵みの雨が降ら

ない。ない。そんな時に太鼓をドンドコ鳴らして神様そんな時に太鼓をドンドコ鳴らして神様

に雨乞いしたらしいです。に雨乞いしたらしいです。ちなみに、ちなみに、とある農業とある農業

祭りで客寄せに私達が太鼓を叩いたところ、祭りで客寄せに私達が太鼓を叩いたところ、青青

空にみるみる黒雲が立ちこめ土砂降りになった。空にみるみる黒雲が立ちこめ土砂降りになった。

というという「実績」「実績」があります。があります。「…これじゃ、「…これじゃ、雨乞雨乞

いだよ。」いだよ。」と祭りの主催者に嫌味を言われ、と祭りの主催者に嫌味を言われ、とてとて

も悲しかった。も悲しかった。「虫送り」「虫送り」は、は、稲の病害虫を太鼓稲の病害虫を太鼓

の音で追い払う呪術。の音で追い払う呪術。松明を燃やしながら、松明を燃やしながら、太鼓太鼓

をドンドコ打ちならします。をドンドコ打ちならします。石川県では、石川県では、77月月2020

日前後に各地で日前後に各地で「虫送り太鼓」「虫送り太鼓」を見ることが出来を見ることが出来

ます。ます。

このように、このように、太鼓は稲作文化と深く関わってい太鼓は稲作文化と深く関わってい

ます。ます。太鼓を叩いた時や太鼓の音を聞いた時に心太鼓を叩いた時や太鼓の音を聞いた時に心

が高揚するのは、が高揚するのは、「お米が主食！日本人」「お米が主食！日本人」の血がの血が

流れているから？…なんてバカな事を考えたりも流れているから？…なんてバカな事を考えたりも

します。します。

津幡町には津幡町には「デンデコ太鼓」「デンデコ太鼓」という伝統芸能がという伝統芸能が

ありますが、ありますが、私達のチームでは自分達で楽曲を創私達のチームでは自分達で楽曲を創

る創作太鼓を手がけています。る創作太鼓を手がけています。太鼓の楽曲は太鼓の楽曲は「自「自

然」然」をテーマに創っています。をテーマに創っています。雨、雨、雷、雷、風、風、陽光、陽光、

大地大地etcetc．．リズムだけでいかに表現するか。リズムだけでいかに表現するか。むずむず

かしいですが、かしいですが、とても面白いです。とても面白いです。

しかしながら、しかしながら、太鼓に限らず音楽は太鼓に限らず音楽は「自然」「自然」をを

テーマにした曲が多いと思います。テーマにした曲が多いと思います。「自然」「自然」をイをイ

メージさせる曲とか。メージさせる曲とか。みなさんもそんな曲、みなさんもそんな曲、知っ知っ

ているでしょ？ているでしょ？

森や川など抽象的な風景をイメージさせる曲は森や川など抽象的な風景をイメージさせる曲は

よくありますが、よくありますが、私はカエルをイメージする曲を私はカエルをイメージする曲を

見つけました。見つけました。せっかくなので紹介します。せっかくなので紹介します。

「「Thank the heavensThank the heavens」」フィンランドの歌手ジャフィンランドの歌手ジャ

ニータニータ（（JanitaJanita））が歌うラブソングです。が歌うラブソングです。今どき今どき

のリズム＆ブルースですが、のリズム＆ブルースですが、なぜか、なぜか、今頃田んぼ今頃田んぼ

でクワックワッと鳴くアマガエルをイメージさせでクワックワッと鳴くアマガエルをイメージさせ

ます…と言うか、ます…と言うか、曲中からアマガエルの声らしき曲中からアマガエルの声らしき

が聞こえてきます。が聞こえてきます。

「「Walang kekekWalang kekek」」インドネシアの国民的歌手ワインドネシアの国民的歌手ワ

ルジーナルジーナ（（WaljinahWaljinah））が歌うジャワ島のポピュが歌うジャワ島のポピュ

ラー音楽です。ラー音楽です。「クェックェ」「クェックェ」と頓狂な歌声とほと頓狂な歌声とほ

のぼのとした曲調がピョコンと飛び去るカエルのぼのとした曲調がピョコンと飛び去るカエル

をイメージさせます。をイメージさせます。しかし、しかし、後で曲の解説を読後で曲の解説を読

んだところ、んだところ、バッタの歌だと知ってびっくりしバッタの歌だと知ってびっくりし

ました。ました。「クェックェ」「クェックェ」はバッタの鳴き声だそうはバッタの鳴き声だそう

です。です。…あ、…あ、でもこの曲、でもこの曲、ちょっとケリに似ていちょっとケリに似てい

るかも。るかも。

すっかり取りとめのない話になってしまいましすっかり取りとめのない話になってしまいまし

たが、たが、音楽が好きな私にとっては、音楽が好きな私にとっては、野外で聞かれ野外で聞かれ

るる「音」「音」も魅力の一つです。も魅力の一つです。自然の中で、自然の中で、生きも生きも

のが奏でるのが奏でる「音」「音」をヒントにして、をヒントにして、いつか素敵ないつか素敵な

楽曲を作れればいいなあ…。楽曲を作れればいいなあ…。という野望を秘めつという野望を秘めつ

つ、つ、交流会で自然の魅力について、交流会で自然の魅力について、たくさん勉強たくさん勉強

したいと思います。したいと思います。



お 知 ら せお 知 ら せ

提案があります提案があります・・・・・・

　ふと気がつくと、　ふと気がつくと、水田や林が更地となり、水田や林が更地となり、大き大き

なディスカウントストアー、なディスカウントストアー、新しい住宅地、新しい住宅地、コンコン

ビニや飲食店、ビニや飲食店、幅広い道路などができていきま幅広い道路などができていきま

す。す。町中では大規模な開発はすすめられません町中では大規模な開発はすすめられません

が、が、虫食い的に自然が損なわれ、虫食い的に自然が損なわれ、地域全体を見る地域全体を見る

とひどい状況になっています。とひどい状況になっています。むかしから人の身むかしから人の身

近なところにいた生きものは、近なところにいた生きものは、小さな開発が重な小さな開発が重な

り生息場所が奪われています。り生息場所が奪われています。

　小規模な開発のなかでおこなわれる環境影響評　小規模な開発のなかでおこなわれる環境影響評

価では、価では、調査がおこなわれても開発区域内のこと調査がおこなわれても開発区域内のこと

だけに重点がおかれ、だけに重点がおかれ、地域全体の影響への評価が地域全体の影響への評価が

なされていません。なされていません。虫食い的に失われていく自然虫食い的に失われていく自然

環境に歯止めがかけられない状況です。環境に歯止めがかけられない状況です。

　このような問題について考えると、　このような問題について考えると、地域のビオ地域のビオ

トープネットワークについての詳しい資料が必要トープネットワークについての詳しい資料が必要

であるように思います。であるように思います。図面上で現存する自然が図面上で現存する自然が

地域の中にどの程度あり、地域の中にどの程度あり、たとえば希少種の生息たとえば希少種の生息

環境がどの程度存在し、環境がどの程度存在し、移動移動・・拡散できる環境の拡散できる環境の

つながりがあるかなどを判断できるものです。つながりがあるかなどを判断できるものです。

　自然を大切にといわれる時代になっても、　自然を大切にといわれる時代になっても、残す残す

必要性や貴重さが理解できるかたちになければ開必要性や貴重さが理解できるかたちになければ開

発は進む一方です。発は進む一方です。どういった理由のもとでどこどういった理由のもとでどこ

の自然をどの程度残さなければならないのか、の自然をどの程度残さなければならないのか、まま

たどのような改善が求められているのかというこたどのような改善が求められているのかというこ

とが、とが、わかりやすく示された資料が制作できないわかりやすく示された資料が制作できない

かと考えています。かと考えています。

　交流会の活動の中でビオトープネットワークに　交流会の活動の中でビオトープネットワークに

ついて情報を整理し、ついて情報を整理し、普及していくことはできな普及していくことはできな

いでしょうか。いでしょうか。身近な自然パンフレットの制作の身近な自然パンフレットの制作の

ことなど、ことなど、今後の会の活動についてみなさまと話今後の会の活動についてみなさまと話

し合いをすすめたいと思っています。し合いをすすめたいと思っています。ご意見をどご意見をど

うぞよろしくお願いします。うぞよろしくお願いします。

（交流会事務局　川原奈苗）（交流会事務局　川原奈苗）
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戸室市民ビオトープ戸室市民ビオトープ

　今、　今、戸室リサイクルプラザの前の土地を利用し戸室リサイクルプラザの前の土地を利用し

て、て、「戸室市民ビオトープ」「戸室市民ビオトープ」の造成がすすみつつの造成がすすみつつ

あります。あります。この計画は金沢市環境保全課がこの計画は金沢市環境保全課が22カ年カ年

計画で進めている事業で、計画で進めている事業で、市民からディレク市民からディレク

ター、ター、実行委員実行委員77名が参加し、名が参加し、金沢市と協力して金沢市と協力して

事業の計画や運営を行っています。事業の計画や運営を行っています。造成にはボラ造成にはボラ

ンティアを募り、ンティアを募り、月月11～～22回の活動を開催してい回の活動を開催してい

ます。ます。また活動と並行して戸室周辺の溜め池や水また活動と並行して戸室周辺の溜め池や水

路、路、川などで自然観察を行い、川などで自然観察を行い、参加者に生き物の参加者に生き物の

命の大切さや人間も含めた生き物同士のつながり命の大切さや人間も含めた生き物同士のつながり

を感じてもらえる機会をつくっています。を感じてもらえる機会をつくっています。

　「戸室市民ビオトープ」　「戸室市民ビオトープ」は面積約は面積約1,000m21,000m2で、で、直直

径約径約10m10mの池と水路を計画しています。の池と水路を計画しています。66月には月には

第第11回目の回目の「戸室市民ビオトープ活動」「戸室市民ビオトープ活動」が開催さが開催さ

れ、れ、一般市民一般市民5151 名が参加し、名が参加し、オリエンテーショオリエンテーショ

ンと木の名札作り、ンと木の名札作り、麻袋の敷き詰め作業を行いま麻袋の敷き詰め作業を行いま

した。した。今後は、今後は、土入れ、土入れ、川砂入れなどを行って川砂入れなどを行って

徐々に作り上げていく予定です。徐々に作り上げていく予定です。最終的には、最終的には、ここ

の地一帯がかつては水田や溜め池、の地一帯がかつては水田や溜め池、雑木林から成雑木林から成

る谷地田環境であったものを、る谷地田環境であったものを、部分的にでも復元部分的にでも復元

できることをめざしています。できることをめざしています。

　　ビオトープ作りは県内でも地域や行政、ビオトープ作りは県内でも地域や行政、学校学校

で様々な形で取り組まれておりますが、で様々な形で取り組まれておりますが、その目その目

的、的、立地、立地、造成手法等によって、造成手法等によって、様々なビオトー様々なビオトー

プができています。プができています。それらのビオトープを目のそれらのビオトープを目の

前にして思うことは、前にして思うことは、造成後の手直し、造成後の手直し、管理の仕管理の仕

方等人間の干渉程度が重要なテーマであるとい方等人間の干渉程度が重要なテーマであるとい

うことですうことです（自然の力も非常に大きく、（自然の力も非常に大きく、人間の力人間の力

の及ばないところも大きいのですが。）。の及ばないところも大きいのですが。）。その意その意

味で、味で、「戸室市民ビオトープ」「戸室市民ビオトープ」も、も、ビオトープをビオトープを

管理し利用する管理し利用する「市民」「市民」をどう育てるかという目をどう育てるかという目

をもって取り組んでいくことがとても大切だとをもって取り組んでいくことがとても大切だと

感じています。感じています。　　（交流会事務局　草光紀子）　　（交流会事務局　草光紀子）


